
　10月12日の夜、前原国土交通大
臣が、韓国の仁

インチョン

川空港にアジアのハ
ブ空港が取られているとして、まさ
に寝耳に水の「羽田空港のハブ化構
想」がぶち上げられ、「今までの成
田空港は国際線、羽田空港は国内線
のいわゆる『内際分離』を見直す。」
との記者会見が行われました。
　これは成田空港の歴史的な経過か
ら見て千葉県にとり、また、１年後
の羽田空港のD滑走路の供用開始
を前に、浦安市にとって未解決の深
夜早朝の時間帯の騒音問題を考え
ても、本市に関わる大きな問題と、
唖
あ ぜ ん

然としました。
　案の定、森田健作千葉県知事は、
翌13日、記者会見を行い、「激怒
し、昨夜は眠れなかった。」と、怒
りを露わにしたものの、つぎの日に
前原大臣に面談した際、終始にこや
かで、テレビを見た誰もが「あれ
？」と思われたようです。

　知事が大臣に抗議に行かれるとの
情報を得た私は、すぐに国交省に向
かう知事に電話を入れました。
　羽田空港問題で、最も騒音の被害
を受けるのは、私たちの浦安市であ
ること、さらに、そもそも成田空港
が、こじれたのは、最初から上意下
達で、当事者である地元の声を事前
に聞くことなく進めた手法に原因が
あり、歴代の大臣は、空港問題に変
化があるときは必ず事前に相談する
とした信義にもとるものであること
について、大臣に強く抗議してほし
いと話をしました。
　詳細は未だに知らされていません
が、大臣室から出てきた知事が、記
者に「誤解は解けた。両空港で共存
共栄を図る。国益を考えて、互いに
譲るものは譲り合う。」と、答える
のを聞き愕

が く ぜ ん

然としました。
　私はてっきり、千葉県民620万人
のリーダーとして、D滑走路の運用
で生じる騒音を、首都圏で共有する
べきと、今まで主張してきた千葉県
の主張を基に、突然の方向転換に対
して、抗議とともに白紙撤回を強く
申し入れるものと思っていました。

　私はこの時、知事は事の重大性が
分かっていないのではとの疑問を持
ち、直ちに、事の真意を正すために
面談を再三申し入れましたが、忙し
さを理由に、面談が実現したのが、
何と７日後の20日でした。
　私は、千葉県にとっても、降って
湧いた羽田空港のハブ化問題が、現
在の最優先課題だと思っています。
　この事を、知事との面談の際、強
く抗議するとともに、県民・市民の
生活と健康を守るため、知事の使命
と役割を強く自覚してほしいと申し
入れました。
　さらに、大臣に対して「譲るもの
は譲って」と発言したことに対して
も、現状では成田空港で使用できな
い深夜早朝便を、羽田空港に譲ると
勝手に了承したことで、未解決であ
る深夜早朝便の騒音問題に、国際便
の大型機の騒音という新たな火種が
発生したことなどを指摘し、軽々な
発言は十分慎んでもらいたいと申し

入れました。
　しかし、知事の軽々な発言は止ま
るどころか、市民からも不見識と言
われた翌日の「ハブに対するマング
ース」発言、さらに、翌々日の千葉
県市長会の定例会での侮辱ともとれ
る「選挙があるから分かる」との発
言に至っては、何をか言わんやで、
私が怒っているのが、まるでパフォ
ーマンスのように茶化されたのに
は、さすがに６年越しでこの問題に
取り組んできた本市の実情を知って
いる県内の多くの市長たちからも非
難の声が挙がりました。
　以上が、前原発言から、森田発言に
至るテレビや新聞で報道された事の
顛
て ん ま つ

末ですが、いずれにしても国益に
ついては、十分留意しながらも、浦安
市民の生活と健康を守るために、戦
う決意を新たにしたところです。
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児童虐待防止推進月間   １、２面

主 な 内 容

浦安市民功労者   ３面

浦安市の家計簿   ４、５面

11月は児童虐待防止推進月間

羽田空港問題の新たな火種と、
知事への怒りの顛末

KEY
WORD

　児童虐待は、こどもの心を傷つけ、人権を著しく侵害する行為です。
　厚生労働省によると、平成20年度に児童虐待は、全国で4万2664件報
告され、平成19年１月～20年３月の児童虐待による死亡人数は78人で、
これは、毎週約１人のこどもが命を落としていることになります。
　浦安市でも、虐待受理件数は、人口規模が約３倍の近隣市に迫る程度
の件数で、増加の傾向にあります。
　虐待を受けているこどもは、常に親から「悪い子」と定義づけられて
いるため、自分が悪い子だから叩かれるのは当然なのだと感じてしま
い、自分を否定的にみてしまう場合が多いのです。
　ほかにも、感情面、行動面、知的発達にも影響があると言われ、
PTSD（心的外傷後ストレス障害）となって、大人になっても苦しむ
場合もあります。
　このように、本来、守られて育てられるはずのこどもが、何の罪も無
いのに、苦しみ、大人になってもそれを引きずって生きざるを得ないよ
うな状態を引き起こす虐待を防がなくてはいけません。
　そのためには、皆さん一人ひとりの力が必要です。自分の身近にこど
もがいなくても関係ないことではないのです。
　あなたのまなざしがこどもを救います。
 【問】こども家庭課

守ろうよ
未来を見つめる
小さなひとみ
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